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研究成果の概要（和文）： 

スポーツや音楽演奏や伝統芸能における「わざ」の修練・継承においては、①目習いと手習
いの連動、②修練と継承の一体化が軸となっていた。①目習いにおいては単に視覚のみでなく
様々な運動感覚が統合的に働くこと、また手習いにおいても自己の身体動作の実際と身体イメ
ージとの間を繋ぐために表象・言語の力が大きく関与していること、②修練における経験の内
在化が常に継承行為の一部となっていること、創造的模倣（ミメーシス）が、経験の再構成に
おいて広義の制作的行為(ポイエーシス)へと移行していく機構が認められることが解明された。  
 
研究成果の概要（英文）：We research on the structure of practical knowledge of teaching and 
learning skills in the fields of sports(soccer), music(drumming), traditional arts and 
dance(calligraphy, Japanese dance, the hula) . Through our research, in any case, it is 
clarified that learning by seeing is connected with many other bodily senses than seeing, 
and that the functions of representation and languages are closely related with such 
learning. We could also find that how to appropriate and how to represent the experience in 
learning skills closely influence on the process of one’s own skills in teaching, and that in 
such a case there is the transformative mechanism from the act of mimesis to that of 
poiesis as reconstruction of experience.  
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１．研究開始当初の背景 
 本研究の背景として、当初、以下のような
現状認識があった。 
（１）伝統的な「わざ」の修練・継承におけ
る学習術理――「眼習いと手習いの連動」・
「修練と継承の一体化」： 
伝統的な「わざ」の修練は一般に、師匠の

背中を見ながら、見よう見まねで「わざ」を
盗み、己の身体に馴染ませていくといわれる。
弟子は師の「わざ」や配慮を模倣するために
「眼習いと手習いの連動」による反復練習を
旨とする。「わざ」は、それを用いることで
上達する。したがって、「わざ」の練磨・修
練は「わざ」の継承と一体になっているとい
う特質をもつ。近代技術革命以前には、洋の
東西を問わず、伝統的な技芸や技能の世界で
も、職人的な技の修練に代表されるような、
経験を介した漸次的な学習が主流であった。 
（２）「わざ」から近代的な学習論への変質
――効率性・創造性・汎用性の過剰な追求： 
ところが、19 世紀以降、近代学校体系の確

立とともに職人的技芸も学校教育の形態を
とるに至り、この｢わざ｣の修練・継承は変質
を遂げていった。伝統的なやり方では一人前
に育つまで際限なき時間を要するため、「わ
ざ」の修練は、やがて一定期間に一律に履修
可能な内容を学ぶ効率的学習に合致するよ
う単元化され、修得段階に応じた学習の方法
化が進んでいった。 
（３）近代的な学習論の陥穽――「マニュア
ル化か精神論か」という二極分解へ： 
こうして学習の近代化は、伝統的な「わざ」

から、方法化し得る部分を「技術」として切
り離した。その結果、「わざ」を用いるに際
し働いていた実践的判断力ともいうべき知
は、直観的ないし反射的な力能、勘や才など
何か神秘的なものと考えられるようになっ
た。そして、「わざ」は、一方で普及のため
にマニュアル化されていき、他方で、高度な
熟練の「わざ」はますます秘匿され神秘性を
帯び、さらに、「わざ」継承の指導書や伝書
は、ノウハウを具体的に指示しない単なる精
神論であるとしか理解されなくなった。 
このように、現代の教育観を支えている近

代的な学習は、伝統的な「わざ」の修練・継
承から離脱し、それを克服しようとして、結
果的に「マニュアル化か精神論か」という両
極へ分解し、隘路に陥っている状況である。 
むろん、このような状況を打開する新たな

学習術理は、単なる復古主義によって得るこ
とはできない。むしろ近代的学習において失
われた知を再発見しつつ、同時に 21 世紀型
の「実践的判断力としてのわざ」へと進化さ

せる必要があると考え、そのことを課題とし
て把握した。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、東洋・西洋に見る「わざ」

の比較思想史的研究に加え、近代化にともな
う「わざ」の変質を動作、目線、語り等につ
いて認知科学、運動生理学、語り分析など多
様なアプローチから分析することを通して、
近代的学習論において失われた「わざの継承
に働く知の構造」を総合的に研究し、新たな
学習術理を創成することである。これによっ
て、実践に関わる人間の知、すなわち「わざ」
を個々の状況において臨機応変に用いる知
恵の養成方法につなげていくことができる
と考えた。具体的な目標としては、以下の通
りだった。 
（１）「わざ」の修練・継承の実際を①サッ
カー、ドラム演奏：近代スポーツ・西洋音楽
演奏、②剣道、書道：伝統技芸・技能、③日
本舞踊、神楽：民俗芸能について、初心者と
熟達者それぞれに分類しながら、その身体動
作や目線について認知科学、運動生理学の手
法を用いて分析し、眼習いと手習いの連動自
体が両者においてどのように異なるかを解
明する。 
（２） ①②③それぞれについて、師と修練
者の間のコミュニケーションの様態を語り
分析をおこない、「わざ」の継承において、
いかなる語りの技法（レトリック）や言葉の
余白が駆使されているか分析する。 
（３）①②③のそれぞれの分野の入門書や手
引書、伝書のテクスト分析を行い、また、「わ
ざ」伝承の思想史的・技術史的系譜を踏まえ
つつ、「わざ」練磨のためのテクストの構造、
表現形式、系統化のメカニズムを解明する。 
（４） 以上の研究成果を踏まえて、医師養
成および教師養成のための入門書、手引書作
成のためのモデルを作り、大学での医師教育、
教師教育の現場で検証し評価する。 
 
３． 研究の方法 
①スポーツ・西洋音楽演奏のフィールド 
運動生理学の手法により、改良された圧力

変換器を用いて、熟練者と初心者の手や足の
運動パフォーマンスを観測・比較し、その身
体技能の違いを調査する。熟練者においては
機能的左右差が初心者と比べて安定してい
るという結果を踏まえて、サッカーとドラム
演奏で熟練者と初心者において利き足、非利
き足、利き手、非利き手それぞれ一定量の練
習をさせ、手足の機能的左右差の増減に着目
し、運動制御研究によってパフォーマンス測



 

 

定を行う。また、サッカー研究では動的／静
的インサイドキックにおいて地面を蹴る力
を地面反力計や足圧計測システムにより計
測し、筋電図活動を導出し分析することで筋
活動パターンの違いを検討する。バイオメカ
ニクス研究による学習実験の実施およびデ
ータの解析は、サッカーは宮本直和（京都工
芸繊維大学研究員）、河端隆志（大阪市立大
学）、葛和修治（大阪市立大）、進矢正宏（京
大院生・日本学術振興会）、ドラムは藤井進
也（京大院生・日本学術振興会）の協力を得
る。 
「わざ」の修練では、師匠の動きを模倣し、

その「わざ」の奥にある型を把握し、自らの
身体の特質に最も適合した形でそれを再現
することが求められる。スポーツバイオメカ
ニクス研究では運動者の動作を客観的に分
析するが、運動者自身が動作時にイメージす
る主観的感覚はそれとはずれていることが
既に判明している。そこで、「わざ」の修得
におけるこの「客観と主観の感覚のずれ」を、
大学選手と Jリーグプロサッカー選手に聞き
取り調査を通して比較分析する。 
②伝統技芸・技能のフィールド 
語り分析・コミュニケーション論の手法に

より、古典から現代に至る代表的な伝書を分
析し、書道と剣道における「わざ」の継承に
働く知を明らかにする。五輪の書や兵法家伝
書など近代以前の剣術における伝書におい
て「わざ」を修練し伝承するためにどのよう
な工夫やレトリックが使用されているかを
分析する。また近代剣道の中で修練・伝承の
ため特に頻繁に参照される古典書や教説書、
指導現場で語られる典型的言説の構造やパ
ターンを分析する。さらに、学校剣道のため
の指導書・教科書における指導言説や欠点を
直すアドヴァイス言説を分析し、身体感覚と
言葉の連関を研究する。また、明治以前には
典型的な書論として読まれてきた孫過庭の
『書譜』と、明治以降の学校書道体系化後に
出た主だった書道入門書のテクスト分析を
行う。とりわけ、身体動作、体幹感覚が筆の
腰や紙との摩擦とどのように関係にあるか
を調査する。これらのアプローチに対し、さ
らに美や芸術要素と身体技法との連関、身体
技法と現代技術思想の連関などを分析する
ことで、「わざ」の継承に働く知の解析に厚
みを加える。小野文生（日本学術振興会→京
都大学）の協力を得る。 
③伝統芸道・民俗芸能のフィールド 
認知科学の手法により、日本舞踊と東北地

方の民俗芸能の神楽をモーション・キャプチ
ャで記録し、身体動作のデータを解析する。
「世界への潜入」（生田）というアイデアを
元に、伝統舞踊における身体動作とその熟
練・伝承の過程のうちに『「形」の伝承から
「型」の伝承へ』向かう契機が見出されてい

る。この「わざ」の熟練・伝承のために必要
な知識・身体技法・伝承の知恵などを、現地
で聞き取り調査及びモーション・キャプチャ
による動作記録、データ解析とパターン認識
を試みる。「わらび座デジタルアートファク
トリー」の研究協力を得る。加えて、世阿弥
の「わざ」思想、西洋におけるギリシア以来
の技術（テクネー）思想、「わざ」の継承に
働く知を師弟関係や地域社会の問題の関連
等を研究することで、日本の芸道・民俗芸能
の「わざ」の文化の多様性に光を当てる。 
 
４．研究成果 
■2007 年度 
「近代スポーツ・音楽班」は、サッカーキ

ックの左右の違いと、トラップからパスまで
の一連の動作を客観分析することを目的に
実験をおこなった。その結果、インサイドキ
ックを左右で蹴ったときにおける、利き脚の
左右によらない左キックと右キックの動作
上の違いを明らかにした。さらに、トラップ
からキックまでの時間の短縮には、トラップ
開始までの動き出し時間の短縮が関係して
いることを突きとめた。また、日本サッカー
草創期（メキシコ五輪世代）に影響を与えた
D.クラマー氏や釜本邦茂氏などをゲストに
技術の伝承に関して聞き取り調査・ワークシ
ョップをおこなった。「伝統技芸班」は、書
道の伝書をわざの伝承という観点で分析し
た。また、わざをミメーシス・ポイエーシス・
パフォーマティヴィティの連関から捉えな
おす日独比較研究を行い、日独両国で発表し
た。「伝統芸能班」は、モーション・キャプ
チャの撮影技術講習会を 2回開催し、海賀孝
明氏（わらび 座・エンジニア）の指導のも
と、踊り手にフラを踊ってもらいデータを記
録・分析。また、ハワイにて伝統芸能「フラ｣
の身体の動きのデータをモーション・キャプ
チャで採り、及びフラの指導者へのインタビ
ューを実施した。それらに加えて、世阿弥の
稽古哲学に関して文献研究を進めた。東洋哲
学と演劇論という二つの異なる視点から、
「わざ」と「無心」の逆説的関連など、その
稽古の思想を分析。さらに、現代日本の身体
論の系譜を調べ直し、とくに湯浅泰男・市川
浩の調査を続行した。加えて、教育の意図的
な作用の側面が教育学においてどのように
テーマ化されてきたか、またされうるかにつ
いて考察をおこなった。研究組織全体の研究
会を行い、チームの組織化、研究計画の練り
上げ、途中経過発表などをおこなった。 
■2008 年度 
「近代スポーツ・音楽班」はドラム奏者の

両手交互協調動作中のパフォーマンスに対
し、スティック使用の与える影響を検討した。
スティックの使用は打撃力と両手協調動作
の安定性を向上させることが明らかとなり、



 

 

道具の使用はヒトの運動能力あるいは表現
能力の拡張に寄与していることが示唆され
た。また筋活動について表面筋電図測定によ
る実験の結果、熟練ドラム奏者は手首の筋群
の筋活動タイミングの変動性が小さいこと、
主動筋―拮抗筋間の同時収縮の水準が低く、
リラックス状態で効率的な片手打撃動作を
していることが示された。さらに世界最速ド
ラマーコンテスト優勝者を対象に片手最速
スティッキング動作中の行動パフォーマン
スと手首筋活動を調査した結果、通常レベル
以下のドラム奏者は片手で７Hz の動作（1秒
間に 7回叩く動作）が限界なのに対し、世界
最速ドラマーは 10Hz の動作（1 秒間に 10 回
叩く動作）を安定して遂行可能なことが示さ
れ、10Hz という極めてすばやくかつ安定した
動作の制御背景には主動筋―拮抗筋間の高
いコヒーレンス関係が存在することが明ら
かとなった。「伝統技芸・技能班」は書道・
剣道の伝書分析を継続し、また身体パフォー
マンス文化と学習文化の国際比較研究の成
果の一部をドイツで発表した。「伝統芸道・
民俗芸能班」は 2008 年 2 月にハワイで実施
したモーション・キャプチャを利用したフラ
における身体(形)の調査データを基に分析
を進め、その成果を学会にて公表した。また
モーション･キャプチャというテクノロジー
がどのようにフラの「わざ」の学習や継承に
有効か否かの検討を継続した。合同研究会（9
月・京都大）を行い、各グループの成果を報
告し、来年度へ向けての方向性を討議しあっ
た。 
■2009 年度 
リズミカルなヒトの両手協調運動、および

その構成要素となる片手運動の制御機構を
解明するため、以下の研究を実施した。第一
に、スティックの使用が片手最速タッピング
運動に与える影響について調査し、スティッ
クの使用に伴ってタップ力とタップ間隔の
安定性が向上することを明らかにした。第二
に、スティックの使用が両手最速タッピング
運動に与える影響について調査し、スティッ
クの使用により両手協調性の安定度が向上
することを明らかにした。第三に、ノンドラ
マーとドラマーの片手最速リズム運動中の
前腕筋表面筋電図活動を比較し、ドラマーは
ノンドラマーに比べて屈筋群の活動タイミ
ングが安定しており、主動筋―拮抗筋群間の
共収縮水準が低いことを明らかにした。第四
に、世界最速ドラマーの片手最速リズム運動
パフォーマンスと前腕筋表面筋電図活動を
調査し、世界最速ドラマーはつよい右利きで
あるにも関わらず左右手ともに片手での
10Hz 動作を遂行可能であり、39 ミリ秒の時
間間隔で主動筋と拮抗筋を相互収縮させて
いることを明らかにした。これらの研究は、
道具の使用がヒトの運動機能に与える影響

や、熟練音楽家の運動スキル獲得機序につい
て新たな知見を提供した。 
また、文化の違いが身体パフォーマンスに

与える影響を比較調査すべく、フランス・ア
フリカ・ドイツ・日本のサッカー指導の現場
調査・分析・発表をおこなった。その結果、
サッカーの指導で重要なのは「テクニック」
であり、その内容はコントロール・オリオン
テ（方向性のコントロール）つまり次への方
向性を重視し、その為のボール・コントロー
ルとボディー・コントロールがあるというも
のであった。ボール・コントロールとステッ
プについては、アフリカ人の子どもたちはそ
の多くがフランスで生まれ育っているが、フ
ランス人のそれとはリズムの異なるステッ
プであった。ボールを蹴るという動作につい
ては、支持足はボールを蹴る方向性のためで
あり、日本における「支持足に体重を乗せる」
という考え方はなかった。また、子どもは上
半身と下半身の動きが連動しないことから、
上半身の使い方を意識させる指導がなされ
ていた。その時の指摘ポイントは、「エスポ
ル（肩）」を意識させる指導であった。さら
にまた、日本での指導と比較すると、指導者
の動作における身体感覚に違いがみとめら
れ、それに伴い指導言語の表現も日本と異な
るところがみられた。 
また、モーション・キャプチャで記録した

ハワイのフラの身体動作をデータ解析する
とともに、「わざ」の熟練・伝承に必要な知
識・身体技法について聞き取り調査をし、伝
統芸能における「わざ」の習得を構造的に解
明し、成果の一部を発表した。 
■総合的考察 
以上を踏まえて、得られた成果に総合的な

考察を加えると以下のようにまとめること
ができる。 
（1）伝統的な「わざ」の修練・継承におけ
る学術術理について： 
伝統的な「わざ」の修練・継承においては、

①目習いと手習いの連動、②修練と継承の一
体化が軸となっているという仮説を立て検
証した。近代スポーツ、西洋音楽演奏、伝統
技芸・技能、伝統芸道・民俗芸能のいずれの
フィールドにおける調査研究においても、こ
の二つの軸を有することが確認された。 
ただし、①目習いと手習いは従来、視覚と

身体の連動という捉え方がなされてきたが、
目習いにおいては単に視覚のみでなく様々
な運動感覚が統合的に働くとともに、また手
習いにおいても自己の身体動作の実際と、身
体イメージとの間を繋ぐために身体のみな
らず表象の力が大きく関与していることが
明らかとなった。②修練と継承の一体化につ
いては、修練における経験の内在化が常に継
承行為の一部となっていること、つまりわざ
の修練における創造的模倣（ミメーシス）が、



 

 

経験の再構成において広義の制作的行為(ポ
イエーシス)へと移行していく機構が認めら
れることが明らかとなってきた。 
（２）修練・継承における「言語」の働き： 
修練や継承においては、様々な情報を通し

て経験を内在化させる際に、そこから糧とな
る要素を抽出する分析の段階、また、その要
素を来たるべき修練・継承行為の実践に変
形・転用していく総合の段階を認めることが
できた。 
ただし、その際に、修練・継承の基盤とな

る修練者の構えともいうべき認知・判断の形
をみてとることができる。この認知・判断の
形をとって発現する構えは、西洋 18 世紀に
は「思想圏」ないし「思考圏」、19 世紀現象
学では「地平」とも呼ばれてきた。フィール
ド調査を通して、この構えが、個々の修練行
為の実践に働く系から、長年にわたる自らの
修練全体を視野に入れた過程に働く系まで
様々なスケールをもつことが明らかとなっ
た。 
さらに、その際、広義の「言語」が決定的

な役割を果たしていることも判明した。それ
は、身体表現等も含めた象徴言語である。状
況を直観的かつ総合的に一瞬にして把握す
ることを可能とするこの象徴理解の能力は、
暗黙知やハラ言語として、認知科学や運動生
理学の領域でもここ 20 年ほど注目を浴びて
きている。この象徴言語と従来の言葉による
表現形態とがいかなる関係にあるかを解明
することの必要性が今後の課題として浮き
彫りになってきた。 
本研究では、修練・継承における言葉表現

が、修辞的な言葉使用、すなわち多義的な言
葉の使用や言葉の省略といった手法の特徴
をもつことを明らかにした。これは、修練の
手引書の記述における省略、隠喩、象徴表現
といった特質にみることができる。 
（３）新たな学習術理に基づく学習論の展
開： 
以上の修練・伝承の機構解明を通して、従

来型の段階学習法や学習法のもつ弱点を克
服するような新たな学習術理に基づく学習
論の可能性が明らかとなってきた。これまで
の段階学習法では、初歩から熟知の段階に直
線的な学習段階が設定されていた。しかし、
ミメーシスからポイエーシスへの転換をバ
ネとして展開されていく「わざ」の修練・継
承においては、同じ事柄の学習を様々な角度
からの再確認、再学習していく過程が認めら
れる。こうした学習法は単なる反復として近
代学習論では否定的に受け止められがちで
あった。フィールド調査を通して、この反復
学習を単なる反復に終わらせないための規
制として、ミメーシスからポイエーシスへの
転換を可能にするメカニズムがあることが
判明した。この転換は同一化と異化の境界上

で発現する。発現においては、認知・判断能
力だけではなく、身体や感情を介した様々な
感覚的要素が重要な役割を果たすことが明
らかとなってきている。今後は、この転換機
構に焦点を絞った調査研究を行うことが「わ
ざ」の学習術理解明のための最重要事項とな
ると予想される。 
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